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株式会社電通リサーチ 大阪支社

2008年3月21日報道関係各位

この度、株式会社電通リサーチ大阪支社（大阪市北区堂島、取締役大阪支社長 安部 謙）は、関西（２府

４県：大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、滋賀県、和歌山県）、関東（１都３県：東京都、神奈川県、千葉県、

埼玉県）に居住する20～69歳の男女に、「Ｃａｆｅ利用実態調査」を実施し、その結果をまとめましたので発表

させていただきます。

実施期間は２００８年２月２２日（金）～２月２４日（日）、調査手法は電通リサーチのクイックインターネット調査

システム「ＤＲ９１９」（ＤＲクイック）を用いた自記式アンケートにより行い、有効な回答を1,000名から得られました。

【結果のまとめ】 ※「調査結果の概要」については次ページ以降を参照ください。

１．Ｃａｆｅの利用実態

（１）利用店舗タイプ

■ エリア問わず人気の「外資系セルフチェーン」。加えて関西は「ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ系」、関東はﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ」の

利用者が多い。

（２）Ｃａｆｅでの過ごし方

■喫煙環境の厳しい関東では、Ｃａｆｅは愛煙家のオアシス？

→＊喫煙者のうちカフェで「喫煙」する人は、関東では43.6%と4割を超え関西の27.4%を大きく上回っている。
■未婚女性は「おしゃべり」に「待ち合わせ」「昼食・夕食」「読書」「メール」とカフェをマルチに活用。

（３）利用スタイル

■店内で楽しむ従来の喫茶店スタイルからテイクアウト主体のＣａｆｅスタイルは確実に定着。

（４）Ｃａｆｅでの滞留時間

■マルチにカフェを活用する女性は滞留時間も長い。1時間前後を過ごす人が3割近くを占める。
（５）主利用Ｃａｆｅの利用頻度

■主に利用するカフェの利用頻度は「週に１～２日以上」の利用者でも２割程度。

２．Ｃａｆｅの選択ポイント

（１）主利用Ｃａｆｅの選択理由

■カフェをマルチに利用する未婚女性はニーズも多様。特に「１人で入りやすい」「雰囲気のよい」店づくりは女性獲得の

キーと言えそう。

■人気の「外資系セルフ」はコーヒーの「味とメニューの充実度」で選ばれ、値段は少し高くても利用する価値ありと認め

られている。

（２）主利用Ｃａｆｅの満足度

■「外資系セルフ」は「味」と「メニュー充実度」で高い評価を得て総合的な満足度も高水準だが、「フードメニューの味」
「コーヒーの価格」が課題。
■一方、「ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ」は「低価格さ」だけでなく「味」への満足度にも高い評価を得ている。

＜お問合せ先＞

info@dentsuresearch.co.jp

【関西マーケット・アイズＶｏｌ．５】

電通リサーチ「Ｃａｆｅ利用実態調査」より

エリア問わず人気の「外資系セルフチェーン」はコーヒーの「味とメニューの充実度」

で選ばれ、値段は少し高くても利用する価値ありと認められている

◇

関西に比べ喫煙環境の厳しい関東では、カフェは愛煙家のオアシス？

◇

Ｃａｆｅライフを謳歌する未婚女性はカフェをマルチに活用

「1人で入りやすい」「雰囲気のよい」店づくりは、そんな女性ターゲットのための必須要素
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注）数値は最近1年間のＣａｆｅ利用者（Ｎ）を100とした％

注）数値は回収数（Ｎ）を100とした％

それらの中で
主に利用しているカフェは？

最近１年間に利用したカフェは？

◆外資系ｾﾙﾌﾁｪｰﾝ ： ｽﾀｰﾊﾞｯｸｽ、ﾀﾘｰｽﾞ、ｼｱﾄﾙｽﾞﾍﾞｽﾄ等のｼｱﾄﾙ系と言われている外資系ｾﾙﾌ型ｺｰﾋｰﾁｪｰﾝ
◆ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌﾁｪｰﾝ ： ドトール、ﾍﾞﾛｰﾁｪ、プロント等、250円以下のｺｰﾋｰﾒﾆｭｰを中心とした低価格のｾﾙﾌ型ｺｰﾋｰﾁｪｰﾝ
◆従来型ｺｰﾋｰ専門店 ： 珈琲館、UCCｶﾌｪﾌﾟﾗｻﾞ、上島珈琲店等、従来型のﾌﾙｻｰﾋﾞｽを中心としたｺｰﾋｰﾁｪｰﾝ
◆ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ系ﾁｪｰﾝ ： ﾏｯｸｶﾌｪ、ﾐｽﾀｰﾄﾞｰﾅﾂ等、ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞを中心とし、ｺｰﾋｰﾒﾆｭｰもあるお店

【調査結果の概要】

１．Ｃａｆｅの利用実態

（１）利用している店舗タイプ

■エリア問わず人気の「外資系セルフチェーン」。加えて関西は「ファーストフード系」、関東は「ロープライス型セ
ルフ」の利用者が多い。

最近1年間に利用した「カフェ」を業態別にみると、「外資系セルフチェーン」が66.9%と最も多く、「ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙ
ﾌﾁｪｰﾝ」が62.1％、「ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ系ﾁｪｰﾝ」が54.2%でそれに続く。これに対してフルサービス型の「従来型コー
ヒー専門店」の利用者は24.2%と全体の１／４程度。主に利用する店舗も、この傾向に比例し「外資系セルフ」が４
割、「ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ」が３割、「ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ系」が２割を占め、「従来型コーヒー専門店」は5%に満たない。

→＊関西では「ファーストフード系」、関東では「ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ」の主利用者が多い。
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■喫煙環境の厳しい関東では、Ｃａｆｅは愛煙家のオアシス？

カフェでの過ごし方をみると「休憩・気分転換」が最も多く48.2%と約半数を占めている。次いで「友人・知人などと
話をする」39.0%、「待ち合わせ」29.8%、「仕事や用件の合間の時間つぶし」25.4%の順。
→＊全体的な傾向は、関東と関西で大きな差はない。
→＊対象者の中で「喫煙者」に限って傾向をみると、カフェで「タバコを吸う・喫煙」する人は36.6%を占める。
特に関東では43.6%と4割を超え関西の27.4%を大きく上回っている。路上喫煙の規制やタクシーでの禁煙など
喫煙環境の厳しい関東では、喫煙者にとってカフェはオアシスとなっているようである。

注）数値は最近1年間のＣａｆｅ利用者（Ｎ）を100とした％

（２）Ｃａｆｅでの過ごし方
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■店舗タイプで過ごし方も様々な使い分けがなされている。

空間作りが上手い「外資系セルフ」では「気分転換」、頻繁にまた長く使っても経済的な「ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ」は「時
間つぶし」に、きちんとフルサービス型の「従来型コーヒー専門店」は「待ち合わせ」に、もともとフードメニューが
中心の「ファーストフード系」は「昼食や夕食」にと使い分けられているようだ。

注）数値は最近1年間のＣａｆｅ利用者（Ｎ）を100とした％
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■未婚女性は「おしゃべり」に「待ち合わせ」「昼食・夕食」「読書」「メール」とマルチに活用。

男女別にＣａｆｅでの過ごし方をみると、特に未婚女性層は「友人とのおしゃべり」や「待ち合わせ」「昼食や夕食を
取る」「読書・新聞・雑誌を読む」「携帯メールを打つ・読む」「書きものや勉強・仕事をする」など、他の層に比べ多
様な過ごし方をＣａｆｅでしている。
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■店内で楽しむ従来の喫茶店スタイルからテイクアウト主体のＣａｆｅスタイルは確実に定着。

Ｃａｆｅの利用スタイルとして「テイクアウトのみ」の利用は4.7%であるが、「テイクアウトの方が多い」とする17.8%を
加えると「テイクアウト主体」の利用者は22.5%と全体の2割を超える。

→＊テイクアウト主体の割合は関東と関西で大きな差はない。関東では「店内利用のみ」が半数を超え、「ﾌｧｰｽﾄ
ﾌｰﾄﾞ系」の利用率の高い関西に比べると店内利用者がやや多い。

→＊男女別にみると、女性の方がテイクアウトの利用率は高い。男性は57.1%と６割近くが店内利用のみの利用
者で占められている。

→＊店舗タイプ別では、同じセルフタイプでも「時間つぶし」や「喫煙」して過ごすことの多い「ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ」
は店内利用の比率が高い。逆に「ファーストフード系」はテイクアウト主体が6割近くを占め「店舗利用のみ」
は1割程度。

注）数値は最近1年間のＣａｆｅ利用者（Ｎ）を100とした％

（３）利用スタイル

＜全 体＞
（Ｎ=902）

＜関 東＞
（Ｎ=461）

＜関 西＞
（Ｎ=441）

＜男 性＞
（Ｎ=434）

＜女 性＞
（Ｎ=468）

＜外資系ｾﾙﾌ
ﾁｪｰﾝ＞

（Ｎ=368）

＜ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型
ｾﾙﾌﾁｪｰﾝ＞
（Ｎ=282）

＜従来型ｺｰﾋｰ
専門店＞

（Ｎ=44）

＜ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ系
ﾁｪｰﾝ＞

（Ｎ=190）

4.4

4.9

2.7

2.3

14.7

15.7

19.9

16.8

43.2

19.11.1

4.6

4.7

4.8

テイクアウトのみ

4.5

5.0

17.8

17.4

18.4

テイクアウトが
多い方

12.6

0.0

 3.5

8.2

9.0

5.1

8.2

6.1

7.1

テイクアウトと
店内利用が半々

店内利用が
多い方

21.8

20.6

23.1

17.7

25.6

27.7

11.4

17.4

店内利用のみ

81.8

71.3

45.6

40.6

48.6

51.4

57.1

44.6

12.1

全

体

エ
リ
ア
別

性

別

主
利
用
店
舗
タ
イ
プ
別



6

（４）Ｃａｆｅでの滞留時間

■マルチにＣａｆｅを活用する女性は滞留時間も長い。1時間前後を過ごす人が3割近くを占める。

Ｃａｆｅでの滞留時間をみると、「（15分以上）30分以内」が47.8%と約半数を占める。30分を超える人は全体の4割
を占め平均で31.4分を過ごしている。

→＊関東と関西では滞留時間に大きな差はない。
→＊男性より女性の方が滞留時間が長く、平均でも30分を超える。逆に男性は6割近くが30分以内の滞留と
比較的短い。

→＊店内利用率の高い「従来型コーヒー専門店」や「ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ」での滞留時間は平均を上回り、長い
傾向にある。

注）数値は最近1年間のＣａｆｅ利用者（Ｎ）を100とした％
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46.9

30分以内

16.8

25.0

13.8

16.8

17.5

15.0

16.1

16.5

16.3

45分以内 1時間以内

19.6

19.5

19.7

19.1

20.1

20.9

13.6

13.2

それ以上

13.6

3.9

5.2

7.5

5.0

4.8

2.3

3.5

5.3

1.1

2.3

テイクアウト
のみ

＜全 体＞
（Ｎ=902）

＜関 東＞
（Ｎ=461）

＜関 西＞
（Ｎ=441）

＜男 性＞
（Ｎ=434）

＜女 性＞
（Ｎ=468）

＜外資系ｾﾙﾌ
ﾁｪｰﾝ＞

（Ｎ=368）

＜ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型
ｾﾙﾌﾁｪｰﾝ＞
（Ｎ=282）

＜従来型ｺｰﾋｰ
専門店＞

（Ｎ=44）

＜ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ系
ﾁｪｰﾝ＞

（Ｎ=190）

平均（分）

31.4

31.4

31.4

29.6

33.1

31.6

32.3

36.7

27.0

全

体

エ
リ
ア
別

性

別

主
利
用
店
舗
タ
イ
プ
別
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（５）主利用Ｃａｆｅの利用頻度

■主に利用するＣａｆｅの利用頻度は「週に１～２日以上」の利用者でも2割程度。

よく利用するＣａｆｅの利用頻度についてみると、「ほぼ毎日」1.0%、「週に３～４日」2.9%と、2日と空けず利用する人
は5%に満たない。最も多いのは「月に２～３日」26.8%、次いで「月に1日程度」20.7%であるところから特定の店舗
チェーンに固定化されていない人が多いようである。
→＊「ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ」の利用率が高い関東の方が「ほぼ毎日」「週に３～４日」といったヘビー・ユーザーの
割合がやや多いが、傾向に大きな差はない。

→＊男性層の方が相対的に利用頻度が高い傾向にある。
→＊店舗タイプ別には、「時間つぶし」や「喫煙」などの目的で利用されている「ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ」は相対的に
他の店舗タイプ利用層より高い結果となっている。
逆に「月に1日程度」の利用者が中心の「ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ系」は他の層に比べ利用頻度は低い。

注）数値は最近1年間のＣａｆｅ利用者（Ｎ）を100とした％

0.2

0.8

4.1

1.7

4.6

4.5

28.0

19.2

18.9

19.5

17.5

20.7

21.5

13.8

20.5

22.6

12.2

10.8

13.6

12.9

11.5

11.7

9.9

11.4

16.3

1.8

0.5

1.8

0.0

1.5

1.0

0.5

ほぼ毎日

1.6

2.2

2.9

3.5

2.3

週に3～4日

5.8

20.5

21.6

 19.6

16.5

18.0

15.9

18.4

17.2

週に1～2日 月に2～3日

26.8

25.2

28.6

25.6

28.0

26.9

22.7

25.3

月に1日程度

20.5

20.2

19.7

21.4

20.7

21.7

20.0

17.4

27.9

2～3ヶ月
に1回程度

半年に
1回以下

＜全 体＞
（Ｎ=902）

＜関 東＞
（Ｎ=461）

＜関 西＞
（Ｎ=441）

＜男 性＞
（Ｎ=434）

＜女 性＞
（Ｎ=468）

＜外資系ｾﾙﾌ
ﾁｪｰﾝ＞

（Ｎ=368）

＜ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型
ｾﾙﾌﾁｪｰﾝ＞
（Ｎ=282）

＜従来型ｺｰﾋｰ
専門店＞

（Ｎ=44）

＜ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ系
ﾁｪｰﾝ＞

（Ｎ=190）

月間平均利用
日数（日）

2.7

2.9

2.4

3.1

2.3

2.7

3.4

2.9

1.7

全

体

エ
リ
ア
別

性

別

主
利
用
店
舗
タ
イ
プ
別
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注）数値は最近1年間のＣａｆｅ利用者（Ｎ）を100とした％

自宅・勤務先・学校に近い

1人で入りやすいので

コーヒーがおいしいから

通勤・通学の途上／駅に
ある（近い）から

コーヒーの値段が安いから

コーヒーやフードがテイク
アウトできるから

コーヒーのメニューが充実
しているから

店内のスペースが広くゆっ
たりしているから

店員の応対がよいから

内装・調度、ＢＧＭなど店
内の雰囲気がよいから

店内が静かなので

スイーツ、ケーキのメ
ニューが充実しているから

その店にしかないメニュー
やサービスがあるから

店内が禁煙だから

店内で喫煙できるから

スイーツ、ケーキの値段が
安いから

コーヒーのおかわりサービ
スがあるから

ポイントカードなどお得な
サービスがあるから

（％）

44.6

29.8

24.9

23.4

17.1

10.6

10.5

9.0

8.3

7.8

7.6

7.5

6.7

6.5

6.5

5.2

4.0

3.4

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

＜全　体＞
（Ｎ＝902）

45.6

22.4

25.9

27.2

9.5

6.8

11.6

4.8

8.2

6.8

5.4

6.8

9.5

7.5

9.5

4.8

2.0

3.4

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

44.9

29.3

25.1

23.3

20.6

9.8

8.7

7.3

8.0

5.6

8.7

3.1

3.5

6.3

8.4

2.4

2.4

1.4

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

45.1

39.8

23.9

31.0

14.2

17.7

9.7

12.4

10.6

14.2

9.7

11.5

8.8

10.6

4.4

5.3

3.5

1.8

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

43.7

30.1

24.8

19.4

18.3

10.7

11.8

11.0

7.9

7.9

7.0

10.1

7.3

5.1

4.5

7.6

6.2

5.6

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

（％） （％） （％） （％）

＜未婚・男性＞
（Ｎ＝147）

＜既婚・男性＞
（Ｎ＝287）

＜未婚・女性＞
（Ｎ＝113）

＜既婚・女性＞
（Ｎ＝355）

■カフェをマルチに利用する未婚女性はニーズも多様。特に「１人で入りやすい」「雰囲気のよい」店づくりは女
性獲得のキーと言えそう。

よく利用するＣａｆｅの選択理由についてみると、「自宅・勤務先・学校に近い」ことが44.6%でトップ。次いで「1人で
入りやすい」29.8%、「コーヒーがおいしい」24.9%、「通勤・通学の途上／駅にある（近い）」23.4%の順となっている。

→＊未既婚・男女別に特徴をみると、未婚女性では「1人で入りやすい」「テイクアウトできる」「雰囲気がよい」
ことがなど、他の階層に比べいろいろな要素で利用する店を選んでいる。
「おしゃべり」や「待ち合わせ」「食事」「読書」など、カフェでの過ごし方が多様な未婚女性はカフェに求める
要素も多様である。

２．Ｃａｆｅの選択ポイント

（１）主利用Ｃａｆｅの選択理由
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■「外資系セルフ」はコーヒーの「味とメニューの充実度」で選ばれ、値段は少し高くても利用する価値ありと認
められている。

■時間つぶし利用の多い「ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ」は「行動拠点に近く」「一人で入りやすい」気軽さとコーヒーの「値段
の安さ」が選ばれる理由。加えて「店内で喫煙できる」ことも重要な要素。

■待ち合わせや朝のひと時を過ごす人の多い「従来型ｺｰﾋｰ専門店」はコーヒーの「味」へのこだわりに加えて
店内の「スペース・ゆとり」「雰囲気のよさ」「静かさ」も重要視されている。

■昼食など食事での利用が多い「ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ系」はコーヒーの「味やメニュー」へのこだわりはなく、本来のフー
ド・スイーツメニューの「充実やこだわり」が選択ポイント。加えて「コーヒーのおかわりサービス」や「ポイントカー
ド」などお得感のあるサービスも魅力となっている。

注）数値は最近1年間のＣａｆｅ利用者（Ｎ）を100とした％

自宅・勤務先・学校に近い

1人で入りやすいので

コーヒーがおいしいから

通勤・通学の途上／駅に
ある（近い）から

コーヒーの値段が安いから

コーヒーやフードがテイク
アウトできるから

コーヒーのメニューが充実
しているから

店内のスペースが広くゆっ
たりしているから

店員の応対がよいから

内装・調度、ＢＧＭなど店
内の雰囲気がよいから

店内が静かなので

スイーツ、ケーキのメ
ニューが充実しているから

その店にしかないメニュー
やサービスがあるから

店内が禁煙だから

店内で喫煙できるから

スイーツ、ケーキの値段が
安いから

コーヒーのおかわりサービ
スがあるから

ポイントカードなどお得な
サービスがあるから

（％）

44.6

29.8

24.9

23.4

17.1

10.6

10.5

9.0

8.3

7.8

7.6

7.5

6.7

6.5

6.5

5.2

4.0

3.4

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

＜全　体＞
（Ｎ＝902）

36.1

30.7

39.4

23.6

7.3

12.8

20.7

10.3

11.4

12.2

8.2

4.1

6.8

13.0

1.6

0.5

0.8

0.5

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

51.1

37.6

20.6

31.9

30.9

5.3

4.6

7.1

6.0

2.8

6.4

3.2

4.3

1.8

16.0

2.8

0.7

0.4

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

50.0

20.5

36.4

9.1

9.1

0.0

6.8

20.5

11.4

18.2

22.7

0.0

0.0

0.0

6.8

0.0

2.3

4.5

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

52.1

20.0

1.6

13.2

18.4

17.9

1.1

4.7

4.7

2.6

2.6

21.6

12.1

2.6

2.1

19.5

15.8

13.2

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

（％） （％） （％） （％）

ファーストフード系
チェーン（Ｎ＝190）

従来型コーヒー
専門店（Ｎ＝44）

ﾛｰﾌﾟﾗｲｽ型ｾﾙﾌ
ﾁｪｰﾝ（Ｎ＝282）

外資系セルフ
チェーン（Ｎ＝368）




